
伏
谷
加
水
ｌ
浜
松
藤
家
老
だ
っ
た
こ
の
人
が
、
明
梢

維
新
の
次
郎
長
大
変
身
の
導
火
線
役
と
な
っ
た
こ
と
は
、

会
報
「
次
郎
長
」
第
五
号
で
紹
介
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
平
成
五
年
の
文
芸
春
秋
誌
に
竹
内
宏
会

長
が
随
筆
「
次
郎
長
と
私
」
を
発
表
し
、
そ
れ
を
読
ま
れ

た
千
葉
県
市
原
市
の
高
石
鶴
子
さ
ん
が
、

「
伏
谷
如
水
の
曽
孫
」

と
し
て
長
銀
総
研
竹
内
理
事
長
秘
書
役
の
秋
岡
栄
子
さ

ん
に
連
絡
を
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

高
石
さ
ん
の
生
家
伏
谷
家
で
は
、

「
如
水
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
次
郎
長
を
可
愛
が
っ
た
」

話
が
代
々
語
り
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。
慶
応
四
年

（
明
治
元
年
）
の
春
、
有
栖
川
宮
大
総
督
の
率
い
る
官
軍

の
先
鋒
と
し
て
駿
府
を
治
め
て
い
た
伏
谷
又
左
衛
門
如
水

伏谷如水、次郎長を市中警固役に松永宝蔵画

市
原
と
清
水

１

槙明
治
元
年
、
物
情
騒
然
た
る
駿
府
周
辺
の
警
固
役
と
し
て
伏
谷
如
水
は
次
郎
長
を
大
抜

擢
し
た
。
そ
の
如
水
は
千
葉
県
市
原
市
に
眠
る
。
市
原
市
小
出
善
三
郎
市
長
は
、
如
水
を

介
し
て
、
「
清
水
市
と
の
友
好
の
緋
を
結
び
た
い
」
と
熱
烈
な
言
葉
を
寄
せ
た
。

市
原
市
長
も
動
き
出
し
た

鉾次
郎
長
を
引
立
て
た
伏
谷
如
水
が
結
ぶ

凶

高
石
さ
ん
の
橋
渡
し
が
き
っ
か
け
で
、
今
清
水
と
市
原

が
新
し
い
交
流
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

市
原
市
の
市
長
小
出
善
三
郎
さ
ん
は
、
「
市
原
と
清
水
」

と
題
し
て
「
広
報
い
ち
は
ら
」
に
次
の
よ
う
な
文
を
寄
せ

て
い
る
。

１

声
］
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は
、
物
情
騒
然
た
る
駿
府
周
辺
の
警
固
役
と
し
て
、
次
郎

長
を
大
抜
擢
し
た
。
こ
の
時
、
次
郎
長
四
十
九
歳
、
如
水

は
二
つ
上
の
五
十
一
歳
。

駿
府
（
静
岡
）
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
清
水
港
の
地
元

民
も
徳
川
ぴ
い
き
で
あ
る
。
肩
で
風
切
る
官
軍
や
、
そ
の

勢
威
を
借
り
る
駿
州
赤
心
隊
’
三
像
の
殿
様
と
い
わ
れ

る
三
保
神
社
神
官
太
剛
健
太
郎
も
そ
の
一
人
Ｉ
を
地
元

民
は
蛇
蝿
の
よ
う
に
さ
げ
す
ん
だ
。

い
つ
ど
こ
で
衝
突
し
内
戦
が
起
こ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。

港
の
男
た
ち
は
荒
く
れ
者
で
あ
る
。
治
安
を
預
る
如
水
と

次
郎
長
の
コ
ン
ビ
は
、
三
ヵ
月
そ
こ
そ
こ
の
短
い
期
間
だ

が
こ
れ
を
治
め
き
っ
た
。
大
藩
の
家
老
と
、
博
徒
の
親
分

と
い
う
不
思
議
な
コ
ン
ビ
が
で
あ
る
。

生
涯
酒
を
断
っ
た
次
郎
長
と
、
斗
酒
な
お
辞
せ
ず
の
如

水
、
文
政
生
れ
の
二
人
の
男
は
ど
こ
か
腹
の
通
じ
合
う
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
・
任
を
終
え
て
浜
松
へ
帰
る

か
一
．
一

如
水
を
、
次
郎
長
は
最
後
ま
で
送
っ
た
。
駕
篭
の
中
で
盃

を
傾
け
る
如
水
を
た
し
な
め
な
が
ら
。

や
が
て
浜
松
藩
は
房
総
の
地
に
お
国
替
え
と
な
り
、
如

水
は
藩
主
井
上
正
直
と
と
も
に
鶴
舞
（
市
原
市
）
に
移
住

し
た
。
以
来
百
三
十
年
、
市
原
の
地
に
伏
谷
如
水
と
次
郎

長
の
間
柄
を
語
る
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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浜
松
藩
国
元
家
老
伏
谷
如
水
と
次
郎
長
の
、
明
治
維
新

に
お
け
る
関
係
を
的
確
に
述
べ
た
右
の
一
文
は
、
早
速
当

会
事
務
局
に
も
送
り
届
け
ら
れ
た
。
編
集
子
の
手
元
に
も

市
原
市
の
高
石
さ
ん
か
ら
郵
送
さ
れ
た
。

四
月
初
め
の
あ
る
日
、
観
光
協
会
専
務
理
事
に
新
任
さ

れ
た
桜
田
宏
さ
ん
と
服
部
事
務
局
長
お
よ
び
編
集
子
の
三

人
で
、
激
務
の
間
の
時
間
を
さ
い
て
下
さ
っ
た
宮
城
島
市

長
に
市
長
室
で
お
会
い
し
、
右
の
小
出
善
三
郎
市
原
市
長

の
記
事
を
お
見
せ
し
、
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
と
し
て
、

市
原
市
と
の
交
流
を
「
次
郎
長
・
如
水
」
を
カ
ギ
に
深
め

て
行
く
つ
も
り
だ
と
お
話
し
た
。

宮
城
島
市
長
も
大
い
に
賛
成
の
意
を
表
し
、

「
大
変
い
い
こ
と
だ
。
や
ら
ざ
あ
」

と
膝
を
乗
り
出
し
て
下
さ
っ
た
。

五
月
十
八
Ⅱ
早
朝
、
東
京
駅
を
発
っ
て
、
編
集
子
は
市

原
に
向
か
っ
た
。
伏
谷
如
水
の
墓
に
詣
で
る
た
め
で
あ
る
。

平
成
五
年
、
如
水
の
曽
孫
に
当
た
る
と
い
う
高
石
さ
ん
か

ら
鹸
初
の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
か
ら
三
年
の
歳
側
が
流

れ
て
い
る
。

内
房
線
五
井
で
乗
換
、
小
湊
線
は
単
線
、
二
輔
連
結
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
ゆ
っ
く
り
走
り
、
川
十
分
ば
か
り
で
馬

立
駅
に
着
。
東
京
湾
に
の
ぞ
ん
だ
五
井
か
ら
、
房
総
半
島

の
ま
ん
中
あ
た
り
の
こ
こ
ま
で
、
ず
っ
と
市
原
市
で
あ
る
。

市
原
と
い
う
駅
名
は
な
い
。

馬
立
駅
改
札
口
の
駅
舎
に
、
高
石
さ
ん
が
出
迎
え
て
下

さ
る
。
伏
谷
如
水
曽
孫
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
あ
る
。

小
柄
で
上
品
な
畑
だ
。
そ
の
高
石
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
手
配

し
て
下
さ
っ
た
車
で
、
如
水
の
墓
所
に
向
か
う
。

五
月
下
旬
、
新
緑
た
け
な
わ
の
季
節
で
あ
る
。
こ
の
辺

で
は
す
で
に
田
植
も
終
り
、
水
の
張
ら
れ
た
水
田
に
、
あ

ち
ら
に
一
つ
ま
み
、
こ
ち
ら
に
一
つ
ま
み
と
い
っ
た
形
の

『
市
原
と
清
水
』

小
出
善
三
郎
（
市
原
市
長
）

ふ
せ
や
じ
ょ
す
い

浜
松
藩
の
家
老
伏
谷
如
水
は
、
お
国
替
え
に
よ
っ

て
明
治
二
年
に
市
原
市
の
鶴
舞
へ
移
住
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
鶴
舞
の
街
か
ら
少
し
離
れ
た
岩
井

戸
の
山
腹
に
、
彼
の
墓
が
建
っ
て
い
ま
す
。
鶴
舞
藩

へ
移
る
前
の
如
水
は
、
駿
府
町
奉
行
に
代
わ
り
、
警

察
権
を
預
る
民
政
長
官
の
役
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

清
水
市
に
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
と
い
う
会
が

あ
り
、
私
は
会
報
の
中
か
ら
、
市
原
市
と
清
水
市
と

の
か
か
わ
り
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
清
水
市

と
い
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
の
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
連
想

伏谷如水墓と曽孫高石鶴子さん

２

し
ま
す
が
、
私
に
は
も
う
一
つ
、
清
水
の
次
郎
長
が

思
い
浮
か
ぶ
の
で
す
。

記
述
に
よ
り
ま
す
と
、
次
郎
長
は
慶
応
四
年
四
十

九
歳
の
時
、
切
っ
た
張
っ
た
の
渡
世
人
か
ら
一
転
し

て
、
駿
府
の
治
安
責
任
者
に
登
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
浜
松
藩
の
藩
主
井
上
正
直
（
後
の
鶴
舞
藩
主
）

は
老
中
と
し
て
江
戸
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
国
元

を
預
っ
て
い
た
如
水
は
、
い
ち
早
く
朝
廷
の
命
に
従

い
、
藩
兵
を
率
い
て
駿
府
に
駐
留
し
た
の
で
す
。
王

政
復
古
を
唱
え
る
官
軍
に
と
っ
て
、
清
水
は
交
通
の

拠
点
で
し
た
。
幕
府
直
轄
だ
っ
た
駿
府
の
市
中
警
固

役
を
、
だ
れ
に
任
せ
た
ら
い
い
か
、
悩
ん
だ
末
に
次

郎
長
を
選
ん
だ
の
が
浜
松
藩
の
如
水
で
し
た
。

駿
州
赤
心
隊
、
遠
州
報
国
隊
、
伊
豆
伊
吹
隊
な
ど
、

血
気
盛
ん
な
勤
王
義
勇
隊
は
、
神
官
た
ち
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
江
戸
幕
府
の
政

策
に
怨
嵯
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
や

人
を
殺
め
れ
ぱ
仕
返
し
を
さ
れ
る
と
い
う
物
騒
な
世

の
中
で
す
か
ら
、
治
安
責
任
者
次
郎
長
の
役
目
は
大

変
だ
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
次
郎
長
の
姿
お
蝶
も
、

明
治
二
年
に
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

晩
年
の
次
郎
長
は
、
社
会
事
業
に
数
々
の
業
績
を

残
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
如
水
と
逢
わ
な
け
れ
ば
、

次
郎
長
は
単
な
る
博
徒
の
親
分
で
終
っ
て
い
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
市
原
市
と
清
水
市
と
の
友
好
の
緋

が
強
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
「
広
報
い
ち
は
ら
」
平
成
八
年
二
月
一
日
号
）
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森
の
蔭
が
映
さ
れ
て
い
る
。
人
家
も
ま
ば
ら
な
、
そ
う
い

っ
た
田
園
風
景
の
中
を
車
は
走
る
。
運
転
し
て
ド
さ
る
平

野
さ
ん
は
、
清
水
の
高
名
な
書
家
松
田
江
畔
さ
ん
の
奥
さ

ん
と
い
と
こ
に
当
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
更
な
が
ら
世

の
中
は
広
く
て
狭
い
も
の
と
思
う
。

お
よ
そ
十
分
ほ
ど
で
、
田
圃
の
中
の
と
あ
る
小
高
い
丘

陵
に
着
く
。
岩
井
戸
と
呼
ば
れ
る
此
地
が
、
鶴
舞
藩
家
老

伏
谷
如
水
の
墓
所
で
あ
る
。

車
を
下
り
、
丘
陵
に
取
付
け
ら
れ
た
人
一
人
よ
う
や
く

通
れ
る
ほ
ど
の
小
路
を
登
る
。
小
笹
の
茂
み
が
途
切
れ
た

僅
か
な
平
地
に
、
古
び
た
墓
が
三
基
立
っ
て
い
る
。
向
っ

て
一
番
右
が
伏
谷
如
水
、
中
央
が
そ
の
妻
、
左
が
娘
の
墓

で
あ
る
。

神
葬
祭
と
の
こ
と
で
、
尚
石
さ
ん
が
用
意
さ
れ
た
榊
を

手
向
け
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
雲
間
か
ら
木
も
れ
陽
が
さ
し
か
か

り
、
そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
墓
石
の
字
が
、
鮮
や
か
に

浮
出
し
た
。

「
伏
谷
如
水
墓
」

と
五
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
法
名
の
よ
う
な
も
の
は

な
い
。
側
而
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
読
む
と

「
文
政
元
年
十
一
月
二
十
一
一
日
生
、
明
治
二
十
一
一
年
六

月
二
十
九
日
喪
、
行
年
七
十
二
」

と
あ
る
。
次
郎
長
よ
り
二
年
早
く
生
ま
れ
、
四
年
早
く

亡
く
な
っ
た
。
文
政
生
ま
れ
の
二
人
の
男
は
、
明
治
維
新

と
い
う
時
代
の
大
激
変
の
中
で
出
会
い
、
生
死
の
交
わ
り

を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

如
水
は
晩
年
を
、
墓
の
あ
る
こ
の
丘
の
麓
に
住
ん
だ
。

上
紹
国
市
原
郡
池
和
田
村
字
岩
井
戸
（
市
原
市
岩
井
戸
）

に
あ
っ
た
如
水
晩
年
の
隠
居
所
跡
は
、
緑
の
草
が
萌
え
る

蕊識鱗雫｡惚嘩熱一一一………
〆も
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だ
け
の
畠
地
と
な
っ
て
い
る
。

岩
井
戸
の
墓
地
と
隠
居
所
跡
地
を
後
に
し
て
、
鶴
舞
の

城
吐
、
如
水
旧
邸
に
向
か
う
。

明
治
元
年
九
月
、
浜
松
藩
主
井
上
河
内
守
正
直
は
、
上

偲
国
へ
転
封
を
仰
付
ら
れ
た
。
上
総
国
市
原
郡
、
埴
生
郡
、

長
柄
郡
、
山
辺
郡
二
百
六
箇
村
六
万
二
千
石
の
鶴
舞
藩
で

あ
る
。
滞
主
の
お
供
を
し
て
如
水
が
市
原
に
赴
任
し
た
の

は
翌
明
治
二
年
。

現
在
の
市
原
市
鶴
舞
の
地
に
、
陣
屋
が
建
て
ら
れ
、
堀

が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
。
今
そ
の
場
所
に
、
「
鶴
舞
城
吐
」
の

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

如
水
旧
邸
は
、
こ
こ
か
ら
程
遠
く
な
い
所
に
あ
る
。
ち

ょ
う
ど
清
水
の
観
音
山
ほ
ど
の
小
高
い
山
に
抱
か
れ
る
よ

う
に
広
大
な
如
水
旧
邸
の
跡
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
数
千

琵馳ｊ聴躍輯１

坪
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
雨
戸
が
閉
ざ
さ
れ
人
の
住
ま
ぬ
平

家
の
建
物
が
ひ
っ
そ
り
と
そ
の
一
角
に
建
っ
て
い
る
。
昭

和
初
期
の
火
災
で
、
二
棟
あ
っ
た
土
蔵
も
焼
け
、
中
に
あ

っ
た
如
水
の
遺
筆
や
文
書
類
も
灰
に
な
っ
た
と
い
う
。
肖

像
写
真
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
火
災
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

ら
し
い
。

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
高
祈
鶴
子
さ
ん
は
Ⅲ
性
伏
谷
。

兄
庸
夫
さ
ん
（
三
島
市
在
住
）
と
二
人
き
ょ
う
だ
い
で
あ

る
。
如
水
の
嫡
男
惇
の
子
遵
一
が
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た

た
め
、
惇
の
娘
と
よ
が
生
ん
だ
雅
助
を
大
森
家
か
ら
養
子

に
迎
え
て
伏
谷
家
を
継
が
せ
た
。
庸
夫
、
鶴
子
兄
妹
の
父

が
雅
助
で
あ
る
。
母
は
矢
田
部
氏
み
す
で
あ
る
。

も
り
ほ

こ
の
人
は
、
一
二
島
大
社
神
官
矢
田
部
盛
穂
の
次
女
で
あ

る
。
鶴
子
さ
ん
は
母
方
に
縁
の
深
い
三
島
で
生
れ
育
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
女
学
校
も
三
島
だ
。
ち
な
み
に
、
矢
田
部

も
り
は
る

携
穂
は
盛
治
の
孫
に
当
る
。
矢
川
部
搬
治
と
い
え
ば
、
あ

の
明
治
維
新
前
後
の
精
細
な
記
録
を
書
残
し
た
「
盛
治
日

記
」
の
そ
の
人
で
あ
る
。

本
会
報
前
々
号
第
五
号
「
矢
田
部
盛
治
日
記
と
次
郎
長

ｌ
明
治
元
年
の
赤
心
隊
事
件
を
め
嫁
っ
て
』
の
中
で

盛
治
日
記
の
中
に
次
郎
長
が
何
回
か
登
場
す
る
こ
と
を
、

編
集
子
は
指
摘
し
て
お
い
た
。

明
治
元
年
十
二
月
十
八
日
の
夜
、
三
保
神
社
神
官
太
田

健
太
郎
が
、
徳
川
浪
士
と
見
ら
れ
る
数
人
の
男
に
惨
殺
さ

れ
た
。
こ
の
駿
州
赤
心
隊
事
件
は
発
足
し
た
ば
か
り
の
徳

川
駿
府
藩
を
揺
る
が
す
。
次
郎
長
は
こ
の
事
件
の
後
始
末

に
一
役
買
い
、
健
太
郎
の
遺
族
を
三
島
へ
避
難
さ
せ
た
。

明
治
二
年
一
月
一
日
の
矢
田
部
盛
治
日
記
に

「
三
保
の
太
田
健
太
郎
妻
お
さ
え
と
子
供
三
人
、
乳
母

三
人
が
来
た
。
健
太
郎
の
喪
中
で
あ
る
か
ら
細
小
路
庄
七

岩井戸の墓所からの眺め

３



二
つ
」
と
題
し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
。
次
郎
長
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
窪
り
の
あ
る
Ⅲ
幕
臣
の
史
実
調
べ
に
精

に
な
っ
た
次
郎
長
の
子
分
／
堀
場
昭
、
治
部
衛
門
と
い
う
人
は
、
旧
幕
臣
力
を
傾
け
て
お
ら
れ
る
方
だ
。

高
石
さ
ん
御
手
配
の
車
に
送
ら
れ
て
、
編
集
子
は
五
井

駅
に
着
き
、
市
原
を
後
に
し
た
。

方
へ
逗
留
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
家
族
ら
を
三
保
か
ら
三
島
ま
で
護

送
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
次
郎
長
で
あ
る
。
高
石
さ
ん

は
、
神
道
が
死
者
を
忌
む
こ
と
、
逗
留
先
の
「
細
小
路
左

七
」
の
細
小
路
は
地
名
で
あ
る
こ
と
を
、
編
集
子
に
教
え

て
下
さ
っ
た
。

盛
治
日
記
に
は
、
駿
州
赤
心
隊
事
件
と
次
郎
長
の
関
わ

り
を
示
唆
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次

郎
長
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る
戸
羽
山
榊
が
こ
の
Ⅲ
記
に

関
心
を
寄
せ
た
ら
し
い
。
高
石
さ
ん
の
母
方
の
祖
父
で
あ

る
矢
川
部
盛
穂
は
戸
羽
山
潮
と
深
い
親
交
を
持
っ
た
。
漸

の
本
名
は
藤
池
（
鈴
木
）
良
雄
。
幼
年
時
代
を
清
水
で
過

ご
し
た
人
だ
。

集
」
に
あ
る
小
話
と
い
う
こ
と
で
、
の
随
筆
「
お
も
い
で
」
の
中
に
、
次
は
、
編
集
子
も
大
き
な
関
心
を
持
つ

滋
賀
県
の
あ
る
老
侠
客
に
ま
つ
わ
る
郎
長
と
窪
田
治
部
右
術
門
の
わ
た
り
一
人
で
あ
る
。

だ
。
前
者
は
一
‐
織
爪
金
雄
牧
師
説
教
こ
の
人
の
子
孫
と
い
う
。
広
津
和
郎
共
に
関
わ
っ
た
窪
田
治
部
右
術
門
に

司
」
と
「
窪
田
治
部
右
衛
門
と
次
郎
で
維
新
後
、
清
水
・
村
松
に
移
住
し
文
久
三
年
浪
士
掛
に
抜
擢
さ
れ
、

ま
ん
ぞ
う

長
／
松
浦
元
治
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
墓
は
駒
越
の
万
象
寺
に
あ
る
。
松
川
新
徴
組
巨
魁
清
川
八
郎
暗
殺
に
、
吉
向

る
。
ど
ち
ら
も
珍
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
事
件
で
名
高
い
作
家
広
津
和
郎
は
、
橋
泥
舟
、
山
岡
鉄
舟
、
松
岡
葛
ら
と

研
」
第
Ⅳ
号
に
「
次
郎
長
こ
ぼ
れ
話
後
者
は
雌
と
し
た
典
拠
の
あ
る
話
見
し
た
松
浦
さ
ん
は
、
清
水
に
ゆ
か

編
一
厘
国
回
一
国
Ⅱ

４

清
水
郷
土
史
研
究
会
会
報
「
清
郷
伝
聞
。

●
次
郎
長
こ
ぼ
れ
話
ｌ
郷
土
史
研
究
会
々
報
か
ら

次
郎
長
と
伏
谷
如
水
、
清
水
と
市
原
、
ま
た
三
島
大
社

と
矢
田
部
家
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
人
と
の
関
わ
り
。
編
集

子
の
探
訪
の
旅
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

あ
っ
た
こ
と
が
稗
い
て
あ
る
の
を
発

､唖#＝

市原市鶴舞の如水邸跡

。
会
報
「
次
郎
長
」
第
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
平
成
八

年
度
年
次
総
会
に
合
わ
せ
る
た
め
、
急
ピ
ッ
チ
で
編
集
し

ま
し
た
。
実
は
清
水
東
高
郷
土
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
学
園

祭
に
出
展
し
た
「
次
郎
長
の
全
貌
」
を
紹
介
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
す
が
、
細
集
子
の
引
越
騒
ぎ
で
資
料
の
索
川

不
能
と
な
り
、
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
次
サ
で
紹

介
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

。
長
い
間
の
県
案
だ
っ
た
「
市
原
」
の
伏
谷
如
水
蕊
参
が

や
っ
と
叶
い
、
五
月
十
九
日
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

市
原
市
長
小
出
善
三
郎
さ
ん
へ
の
橋
渡
し
を
は
じ
め
、
市

原
市
在
住
の
如
水
子
孫
の
高
石
鶴
子
さ
ん
に
は
、
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
誌
上
を
か
り
て
改
め
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

。
下
清
水
八
幡
神
社
境
内
の
一
角
に
、
御
浜
御
殿
（
家
康

別
邸
）
跡
の
記
念
碑
が
あ
る
。
碑
文
は
幕
末
の
漢
詩
人
と

し
て
尚
名
な
大
沼
枕
山
が
背
い
た
も
の
で
、
そ
の
道
の
＃

門
家
に
よ
れ
ば
、
大
変
珍
し
い
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ

の
石
碑
が
今
に
も
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
市
の

教
育
委
員
会
が
数
年
前
さ
る
文
化
財
柿
修
専
門
家
に
依
頼

し
て
み
ご
と
に
補
修
し
た
。
雨
露
を
し
の
ぐ
屋
根
も
さ
し

か
け
ら
れ
て
い
る
。
前
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
名
古

屋
平
和
公
園
に
あ
る
初
代
お
蝶
さ
ん
の
墓
が
崩
れ
落
ち
そ

う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
保
存
を
め
ぐ
っ
て
名
古
屋
市
の

会
社
社
長
広
瀬
正
勝
さ
ん
や
、
菩
提
寺
の
妙
蓮
寺
住
職
さ

ん
ら
と
当
会
が
手
を
結
ん
で
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
う
保
存
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
下
清
水
八
幡
神
社
の
碑

が
、
大
い
に
参
考
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
（
川
）


